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支
部
長
挨
拶

鈴

木

蘭

峰

令
和
七
年
度
よ
り
支
部
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
あ
ま

り
の
重
責
に
心
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

平
成
四
年
に
発
足
し
た
（
公
社
）
中
部
日
本
書
道
会
の
岐
阜
支

部
は
初
代
支
部
長
　
伊
藤
天
游
先
生
初
め
重
鎮
の
先
生
方
が
努

め
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
十
代
目
と
な
る
支
部
長
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
力
不
足
で
支
部
長
の
任
を

果
た
せ
る
の
か
と
た
だ
た
だ
不
安
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

役
員
の
先
生
方
の
「
全
面
的
に
協
力
し
て
ゆ
く
か
ら
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
誠
に
微
力

な
が
ら
支
部
の
た
め
に
精
一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

支
部
展
も
節
目
の
三
十
回
展
で
す
。
支
部
研
修
会
と
し
て
役
員
の
先
生
方
の
「
席
上
揮
毫
会
」

を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
参
加
お
願
い
致
し
ま
す
。
今
後

の
諸
事
業
等
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
支
部
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

役
員
、
諸
先
輩
の
先
生
方
事
務
局
員
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

事 

務 

局 

紹 

介

研
究
・
庶
務
部
長

次
長

会
報
部
長

次
長

会
員
部
長

次
長
・
事
務
局
兼
務

経
理
部
長

事
業
部
長

石

井

瑞

鶴

早

川

　
修

古

田

祥

扇

伊

藤

小

游

相

崎

紫

憬

森

本

夏

渓

豊

永

御

風
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平
年
よ
り
二
週
間
も
早
い
梅
雨
明
け
に
よ
る
夏

の
到
来
で
猛
暑
日
が
続
く
中
、ご
来
賓
と
し
て（
公

社
）中
部
日
本
書
道
会
新
理
事
長
松
下
英
風
先
生
、

新
庶
務
部
長
廣
澤
凌
舟
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
令

和
七
年
度
（
公
社
）
中
部
日
本
書
道
会
岐
阜
支
部

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
支
部
長
鈴
木
蘭
峰
先
生
の
進
行
の
も
と
、
次

長
早
川
修
先
生
の
「
昨
年
度
ま
で
の
総
会
か
ら
今

年
度
よ
り
集
会
と
い
う
名
前
に
変
更
し
ま
し
た

が
、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
下
さ
い
。

来
年
度
以
降
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。」
と
の

開
会
の
こ
と
ば
で
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、新
支
部
参
事
今
田
紅
渓
先
生
が「
今

年
度
九
月
の
三
十
回
記
念
支
部
展
に
は
是
非
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
会
の
発
展
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
ご
来
賓
の
理
事
長
松
下
英
風
先
生
か
ら

「
今
田
紅
渓
先
生
に
は
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た

新
支
部
長
鈴
木
蘭
峰
先
生
に
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
今
年
も
複
数
の
行
事
が
あ
り
、
来

年
は
七
十
五
回
記
念
展
、
少
し
で
も
観
客
が
集
ま

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
来
年
の
暮
れ
に
は
書
道

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
予
定

で
す
。
成
功
に
向
け
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。」
と
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

令
和
七
年
度

　岐
阜
支
部
集
会

令
和
七
年
七
月
十
三
日
㈰

於
　
岐
阜
キ
ャ
ッ
ス
ル
イ
ン

開会の辞　次長　早川修先生

来賓　理事長　松下英風先生

今田紅渓先生
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た
。新

庶
務
部
長
廣
澤
凌
舟
先
生
の
ご
紹
介
の
後
、

前
理
事
長
で
常
任
顧
問
の
伊
藤
仙
游
先
生
の
ご
挨

拶
で
は
「
今
日
の
集
会
の
よ
う
に
、人
が
集
ま
り
、

話
し
合
う
こ
と
で
、
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
機
に
、
書
道
を

次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
中
日
書
道
展
に
お
い
て
も
、
出
品
者
を

増
や
す
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
語
ら
れ
ま

し
た
。

次
に
役
員
の
先
生
方
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
議
事
に
つ
い
て
は
、
本
部
の
総
会
で
六

月
八
日
に
承
認
済
の
た
め
、
報
告
事
項
と
し
て
支

部
参
事
今
田
紅
渓
先
生
の
進
行
で
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

（
一
）
令
和
六
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
支
部
長
　
鈴
木
蘭
峰
先
生

（
二
）
令
和
六
年
度
収
支
決
算
報
告
・
監
査
報
告

　
　
　
　
次
長
　
　
森
本
夏
渓
先
生

（
三
）
令
和
七
年
度
事
業
計
画

　
　
　
　
支
部
長
　
鈴
木
蘭
峰
先
生

（
四
）
令
和
七
年
度
収
支
予
算
計
画

　
　
　
　
次
長
　
　
森
本
夏
渓
先
生

続
い
て
、
今
田
紅
渓
先
生
の
支
部
長
退
任
の
ご

挨
拶
と
鈴
木
蘭
峰
先
生
の
支
部
長
就
任
の
ご
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

常任顧問　伊藤仙游先生

来賓　松下英風理事長・役員の先生方

会場風景
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今
田
紅
渓
先
生
、
長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

鈴
木
蘭
峰
先
生
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

次
長
・
部
長
の
先
生
方
の
ご
紹
介
の
後
、
次
長

伊
藤
小
游
先
生
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
令
和
七
年
度

の
集
会
は
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

 

（
文
責
　
会
報
部
　
松
井
秀
麗
）

集
会
に
続
い
て
、
庶
務
部
長
石
井
瑞
鶴
先
生
の

司
会
で
祝
賀
懇
談
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
庶
務
部
長
廣
澤
凌
舟
先
生
よ
り
「
日

頃
よ
り
中
日
書
道
会
の
活
動
に
、
ご
協
力
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
前
支
部
長
今
田
紅
渓
先

生
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
新
年
度

よ
り
新
支
部
長
鈴
木
蘭
峰
先
生
の
も
と
、
支
部
を

一
層
盛
り
あ
げ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

役
員
の
先
生
方
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
し
て
常
任

顧
問
の
松
永

清
石
先
生
の

乾
杯
の
ご
発

声
の
後
、
和

や
か
に
食
事

を
い
た
だ
き

な
が
ら
歓
談

の
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

中
日
書
道
会
岐
阜
支
部
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を

願
い
つ
つ
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
文
責
　
会
報
部
　
田
中
尚
秀
）

岐
阜
支
部
祝
賀
懇
談
会

於

　末
広
の
門

閉会の辞　次長　伊藤小游先生

来賓　庶務部長　廣澤凌舟先生

乾杯のご発声　常任顧問　松永清石先生会場風景
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第
七
十
四
回

　中
日
書
道
展
岐
阜
支
部
入
賞
者

入
賞
者

＊
大

　
　
　賞
＊

漢

字

中

島

千

里

＊
準

　大

　賞
＊

漢

字

大

西

和

枝

漢

字

松

本

春

楊

＊
桜

　花

　賞
＊

漢

字

東

　

瑶

琴

漢

字

平

野

遊

古

漢

字

南

谷

流

泉

漢

字

安

田

由

琳

漢

字

山
　
中
　
真
由
美

か

な

安

藤

香

波

篆
刻
・
刻
字

宮
　
部
　
政
代
美

＊
特

　
　
　選
＊

漢

字

泉

　

彩

音

漢

字

小

岩

竹

湖

漢

字

宮

永

紅

雅

＊
準

　特

　選
＊

漢

字

相

崎

実

桜

漢

字

伊

東

彩

楓

漢

字

兼
　
村
　
沙
也
加

漢

字

栗

山

万

嬉

漢

字

小

塚

白

樹

漢

字

後

藤

雙

華

漢

字

辻

　

永

恋

漢

字

林

　

里

奈

漢

字

藤

田

玖

巳

漢

字

星
　
野
　
こ
こ
ろ

漢

字

参

川

秀

巘

篆
刻
・
刻
字

岡

田

義

明

篆
刻
・
刻
字

加
　
藤
　
日
出
男

篆
刻
・
刻
字

佐

藤

敬

顕

＊
秀

　
　
　逸
＊

漢

字

上
ヶ
平
　
香
　
川

漢

字

木

村

香

葉

漢

字

柴
　
田
　
智
香
子

漢

字

杉

山

瑶

華

漢

字

野

中

菁

華

漢

字

羽

実

祥

鳳

漢

字

堀

　

清

順

漢

字

間

宮

暎

川

漢

字

村

上

祐

菜

か

な

浅

野

蛍

雪

か

な

古

橋

葉

子
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岐
阜
支
部
に
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
相
崎
紫
憬
会
員
部
長
ま
で

御
送
付
下
さ
い
。（
住
所
変
更
な
ど
も
同
様
に
ご

連
絡
下
さ
い
。）

御
門
下
御
知
友
で
中
日
書
道
展
二
科
出
品
者
の

方
（
特
に
二
科
賞
、奨
励
賞
御
受
賞
の
方
）
に
は
、

入
会
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
誘
い
下
さ
い
。

○

支
部
報
第
六
十
五
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

○
 

第
七
十
四
回
中
日
書
道
展
入
賞
者
の
名
簿
を
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。

　 

ご
入
賞
の
先
生
方
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

新
人
会
員
申
込

編
集
後
記

篆
刻
・
刻
字

河

村

一

雄

＊
奨

　励

　賞
＊

漢

字

青

木

青

雲

漢

字

大
　
池
　
祐
一
郎

漢

字

川

本

　

緑

漢

字

多

湖

裕

美

か

な

大

野

夏

紀

か

な

鈴
　
木
　
美
智
子

か

な

早

崎

桂

子

＊
佳

　
　
　作
＊

漢

字

野

村

婉

麗

か

な

田

澤

麗

泉

か

な

日

高

百

扇

か

な

森

　

美

泉

か

な

山

本

貴

泉

会
報
部
　
古
田
　
祥
扇
　
　

　
　
　
　
古
田
　
春
華
　
　
田
中
　
尚
秀

　
　
　
　
松
井
　
秀
麗
　
　
本
田
　
煌
雲

（
公・社
）中
部
日
本
書
道
会
岐
阜
支
部
報 

第
六
十
五
号

令
和
　
七
　
年
　
八
　
月
　
　
発
　
　
　
行

　
　
支
　
部
　
長  

　
鈴
　
　
木
　
　
蘭
　
　
峰

　
　
〒
五
〇
一
―
三
八
一
七 

関
市
仲
町
十
六
番
三
号

　
　
事
　
務
　
局  

　
森
　
　
本
　
　
夏
　
　
渓

　
　
〒
五
〇
一
―
〇
四
六
一 

本
巣
市
上
真
桑
一
四
〇
六–

一

 
 
 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

〇
五
八)

三
二
三
―
一
二
二
〇

 
 
 
 
Ｆ
Ａ
Ｘ(

〇
五
八)

三
二
四
―
七
一八
〇
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